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資料１

民法 不動産の鑑定評価に関する法律

（不動産及び動産）
第８６条 土地及びその定着物は、不動産とする。
２ 不動産以外の物は、すべて動産とする。

（主物及び従物）
第８７条 物の所有者が、その物の常用に供するため、自己の所有に属する
他の物をこれに附属させたときは、その附属させた物を従物とする。

２ 従物は、主物の処分に従う。

（定義）
第２条 この法律において「不動産の鑑定評価」とは、不動産
（土地若しくは建物又はこれらに関する所有権以外の権利を
いう。以下同じ。）の経済価値を判定し、その結果を価額に表
示することをいう。

■ 法律上の規定

ドア・窓等の建具、
畳、
造り付けの収納設備

絵画等の高額美
術品、

車両

通常想定される不動産との結びつきの程度 弱

通常の家屋の設備 特殊な設備

ベッド・机等の家具、

カーペット・テレビ等の備品
調理設備

上記家具、備品
MRI検査機・X線使用機器
等の医療用機器

再生可能エネルギー発電設備

強

⇒ Ⓐは、建物の従物であっても、鑑定法第２条第１項の「不動産の鑑定評価」の対象に含まれない可能性がある。

⇒ Ⓑは、土地そのものではない別の物であるため、鑑定法第２条第１項の「不動産の鑑定評価」の対象に含まれない可能性がある。

■ 不動産の鑑定評価の際に合わせて評価を行う必要があると考えられる動産
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